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1． 序論 

 オホーツク海高気圧は 4 月後半から 9 月前半に

かけて発生し，しばらく停滞する．この高気圧は

背が低く寒冷な高気圧であり，これに伴う寒冷な

オホーツク海気団が南の暖かい気団と衝突し，梅

雨前線の原因になると言われている．また，7月・

8 月にこの高気圧が発生すると日本が冷夏になる

と言われている(Nakamura and Fukamachi
1)

 2004)．

オホーツク海高気圧の形成については諸説あり，

Nakamura and Fukamachi (2004) は，オホーツク海

高気圧の近くに背の高いブロッキング高気圧が

よく形成されていることに注目している．また，

オホーツク海高気圧に伴って霧や下層雲が発生

することが知られており，その形成にはオホーツ

ク海の冷たい海面水温 (SST) が関わっていると

言われている (Tachibana et al．2)
 , 2004)．本研究

では，1998 年と 2006 年に観測された数少ないオ

ホーツク海でのラジオゾンデ観測データと，鉛直

解像度を密にした領域気候モデルの計算結果を

用いて，オホーツク海の冷たい SST が大気境界層

や総観規模擾乱にどのような影響を与えている

のかを解明することを目的とする． 
 

2． 使用データ，解析手法 

 使用する観測データはロシアの観測船

Khromovが 1998 年と 2006 年に行ったラジオゾン

デ観測のデータである．1998 年の観測は 7 月 9 日

から 25 日まで，6 時間毎(一部 12 時間毎)に計 50

回放球した．2006 年観測では 8 月 16 日から 31 日

まで 6 時間ごとに，計 63 回放球した． 

モデルは領域気候モデル IPRC Regional Climate 

Model (Wang et al. 
3)

, 2003)を使用する．このモデ

ルは下層雲の再現性の高さからオホーツク海の

研究でも使用された(Koseki et al. 
4)

, 2012)．解像度

は水平方向に 0.25゜,鉛直方向に 36 層で下層ほど

解像度が細かくなっている．大気場の初期値，境

界条件として JRA25/JCDAS 再解析データを使用

するが，SST は NOAA OISST(daily)のデータを使

用する．  

ブッソル海峡周辺において，モデルの境界条件

として使用する NOAA OISST(daily)のデータと，

観測で得られた SST の間に大きな差が見られた．

そのため，OISST そのままのデータを使用したコ

ントロールラン(CTL)と，ブッソル海峡とその周

辺の SSTをOISSTから 5℃引いたデータを使用し

た SST 低下ランを用意し，比較した(Figure 1)．SST

を低下させた領域は Figure 1 の赤枠内，期間は 6

月から 8 月までである．以下この領域を SST 低下

領域とする． 

観測値，CTL，SST 低下ランから得られたデータ

を基に上空 3ｋｍまでの大気の気温鉛直プロファ

イルを作成し，比較した． その結果，SST 低下

ランでは，全ての地点で最下層に大きな逆転層が

見られるプロファイルとなり，観測を良く再現出

来ることが確認された．CTL では観測値のような

接地逆転型プロファイルが見られず，観測値を再

現することはできなかった．SST 低下ランでは観

測値同様，接地逆転型プロファイルが形成，維持

されていた．1998 年 7 月は特に SST 低下ランと

CTL の差が大きかった．本研究では，ブッソル海

峡上の大気について，CTL よりも SST 低下ランの

方が観測値の再現性が高いものとして扱う． 
 

3． 結果 

CTL と SST 低下ランで気温の差が大きかった

1998 年 7 月に注目した．気温の時間発展を見るた

めに，モデルの SST 低下領域の気温プロファイル

を領域平均し，1998 年 7 月 1 日から 1998 年 7 月

31 日までの時系列高度断面を作成した．  

SST 低下ランと CTL の気温の差を調べた．海面

付近では SST 低下ランの方が 2℃~3℃低かった．

15 日から 18 日ではその少し上空で SST 低下ラン

の方が 1℃~2℃ほど高かった．同様に熱収支，鉛

直流の時系列高度断面を作成し SST 低下ランと

CTL で比較した．11 日から 14 日まで SST 低下ラ

ンでは CTL より大きな冷却効果が存在しており，



下降流が強化されていた．また，CTL に比べて

SST 低下ランでは下層雲量が増加していた． 

 1998 年 7 月 15 日以降に見られた高温偏差に注

目し，11 日から 15 日までの海面気圧・下層雲・

気温・風向風速を比較した．11 日から 14 日は，

千島列島を境に北に高気圧，南に低気圧があり，

北東風が吹いていた．ブッソル海峡周辺で SST 低

下ランの方が CTL よりも下層雲が多く，気圧が高

かった．また，このブッソル海峡上の高気圧偏差

の南西に低気圧偏差が発生していた(Figure 2)． 

4． 考察・検証 

 観測値とモデルのデータを使用しブッソル海

峡上の気温構造について解析した結果，CTL では

接地逆転型プロファイルが再現できず，SST 低下

ランでは再現できたことから，この接地逆転がブ

ッソル海峡周辺の冷たい SST によって形成され

ていることがわかる． 

 SST 低下ランと CTL を比べると，低い SST は

海面付近の空気を冷やすだけではなくその上空

や周囲の空気にも影響を及ぼすことがわかる．そ

の原因として，11 日から 14 日に見られた大気場

によって冷たい SST の影響が伝播したと考えら

れる． 

11日から 14日にかけて SST低下ランはCTLよ

り下層雲が多く，その放射冷却により下層で強い

冷却が起こっていた．それを補うように上空で下

降流が強化され，低温で下層雲を伴う高気圧偏差

を形成したと考えられる．また，11 日から 14 日

までブッソル海峡を含む千島列島を挟んで北に

高気圧，南に低気圧が存在し北東風が吹いていた．

この北東風によってブッソル海峡上の冷たい空

気が南下し，南の暖かい海上に移流した冷たい空

気が温められて上昇気流を強めたと考えられる．

また，この北東風の北側は SST を下げたために低

温であり，南側は高温となっている．このため温

度勾配が急になり，この北東風に沿って傾圧不安

定による低気圧の発生が示唆される．実際，Figure 

2 を見ると北東風に沿って高低気圧の波列がみら

れ，傾圧不安定波に伴う気圧の波が伝播したと考

えられる． 

このメカニズムはブッソル海峡で北東風が吹い

ていることが重要である．地衡風より，千島列島

を挟んで北に高気圧，南に低気圧があることが条

件だといえる．そこで，CTL の 1990 年から 2010

年までの 7 月の計算結果を用いて，145E～

155E,48N～54N の領域平均気圧が同経度 36N～

42Nの領域平均気圧より6.5hPa以上高い日を抽出

し SST 低下ランと CTL を比較するコンポジット

解析を行った．その結果，SST 低下ランでは，ブ

ッソル海峡上に高気圧偏差，その南西の低気圧偏

差が形成された．このことは，ブッソル海峡周辺

の局所的な SST の変化がその直上の大気だけで

なく，広く風下側まで変化を及ぼしていることを

示している．南西側の低気圧偏差により，日本の

東北地方では北東風偏差が生じる．この北東風は

冷たい海の影響を受けた風が東北地方に上陸す

ることに対応する．このような夏季の東北地方の

北東風は古くからやませと呼ばれ，東北地方に冷

夏と米の不作をもたらすと言われている．本研究

の成果は，ブッソル海峡付近の低海水温がやませ

に遠隔的に影響することをも示唆する． 
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